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「
声
で
演
じ
る
こ
と
の
奥

深
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
」

『
た
け
く
ら
べ
』
な
ど
の

名
作
を
残
し
、
２４
歳
の
若
さ

で
世
を
去
っ
た
樋
口
一
葉
の

人
生
を
、
オ
ペ
ラ
と
朗
読
で

つ
づ
る
「
樋
口
一
葉
～
恋
の

う

た

和
歌
～
」
（
山
梨
県
立
文
学

館
で
１１
月
２３
日
上
演
）
の
朗

読
者
に
抜
て
き
さ
れ
た
。
現

在
、
そ
の
け
い
こ
に
励
む
。

演
出
の
作
曲
家
・
仙
道
作
三

さ
ん
と
は
学
生
時
代
か
ら
の

知
り
合
い
だ
。

水
戸
市
出
身
。
「
役
者
に

な
る
こ
と
」
は
少
女
時
代
か

ら
の
夢
だ
っ
た
。
専
大
に
入

学
後
、
小
演
劇
の
劇
団
に
入

り
、
ゼ
ミ
は
板

坂
則
子
ゼ

ミ

に
。「

歌
舞
伎
、

江
戸
文
化
、
妖

怪
が
好
き
。
板

坂
先
生
は
専
門

を
越
え
、
す
べ

て
受
け
と
め
て

く
れ
ま
し
た
」

多
く
の
思
い

出
が
で
き
た
ゼ

ミ
活
動
だ

っ

た
。
日
本
文
学

・
文
化
を
学
ぶ

イ
タ
リ
ア
、
韓
国
な
ど
の
大

学
生
と
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
使
っ
て
の
同
時
授
業
を
体

験
。
ソ
ウ
ル
で
本
学
の
国
際

交
流
協
定
校
、
檀
国
大
学
の

学
生
た
ち
と
交
流
し
た
こ
と

も
。
「
外
国
人
に
と
っ
て
の

日
本
文
学
・
文
化
」
を
探
る

楽
し
さ
を
知
っ
た
。

忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
「
オ

ペ
ラ
八
犬
伝
」
の
台
本
制
作

だ
。江
戸
後
期
の
大
長
編『
南

総
里
見
八
犬
伝
』
（
曲
亭
馬

琴
著
）
を
下
書
き
と
し
た
壮

大
な
オ
ペ
ラ
を
考
案
し
た
の

が
仙
道
さ
ん
。
「
自
由
な
発

想
と
若
々
し
い
感
覚
を
吹
き

込
ん
で
ほ
し
い
」
と
馬
琴
研

究
の
第
一
人
者
で
あ
る
板
坂

教
授
と
同
ゼ
ミ
生
に
台
本
を

依
頼
し
た
。

ゼ
ミ
生
ら
６
人
で
チ
ー
ム

を
組
み
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

の
教
室
な
ど
で
台
本
づ
く
り

の
た
め
、
声
を
出
し
て
読
み

合
わ
せ
を
し
た
。

没
頭
す
る
こ
と
９
カ
月
。

台
本
を
完
成
さ
せ
２
０
０
６

年
に
初
演
を
迎
え
た
。

「
言
葉
に
こ
だ
わ
り
、
演

じ
る
時
の
感
覚
を
イ
メ
ー
ジ

し
な
が
ら
の
作
業
の
積
み
重

ね
。
そ
れ
は
貴
重
な
体
験
で

し
た
」
と
振
り
返
る
。

卒
業
後
は
、
ア
ル
バ
イ
ト

を
し
な
が
ら
の
役
者
生
活
。

立
ち
止
ま
っ
た
時
に
思
い
出

す
の
は
、
学
生
時
代
の
板
坂

教
授
の
励
ま
し
だ
。

「
難
し
い
か
も
し
れ
な
い

け
れ
ど
、
や
っ
て
み
た
ら

と
、
い
つ
も
背
中
を
押
し
て

く
れ
る
。
否
定
し
な
い
生
き

方
を
学
び
ま
し
た
」

舞
台
、
映
画
、
テ
レ
ビ
、

ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
。
ど
ん
な
役

柄
に
も
取
り
組
み
た
い
と
挑

戦
を
続
け
る
。

合
気
道
を
通
じ
て
日
本
と

カ
ナ
ダ
と
の
懸
け
橋
と
な
っ

た
元
在
ト
ロ
ン
ト
日
本
国
総

領
事
館
職
員
、
本
学
合
気
道

お
さ
む

部
卒
業
生
の
小
幡
宰
さ
ん

（
昭
４６
経
営
）
が
ト
ロ
ン
ト

総
領
事
表
彰
を
受
け
た
。
８

月
１７
日
、
総
領
事
公
邸
で
表

彰
式
が
行
わ
れ
、
山
本
栄
二

総
領
事
か
ら
表
彰
状
が
授
与

さ
れ
た
。

１
９
７
２
年
に
カ
ナ
ダ
に

移
住
し
た
小
幡
さ
ん
は
７３
年

か
ら
２
０
１
１
年
ま
で
、
３８

年
に
わ
た
り
在
ト
ロ
ン
ト
日

本
国
総
領
事
館
に
勤
務
。
戸

籍
・
国
籍
関
係
の
業
務
に
携

わ
り
、
在
留
邦
人
や
カ
ナ
ダ

人
が
か
か
え
る
問
題
に
的
確

に
対
応
し
た
。
カ
ナ
ダ
で
行

わ
れ
た
「
Ｇ
８
」
「
Ｇ
２０
」

な
ど
の
大
型
国
際
会
議
の
成

功
に
も
貢
献
し
た
。

ま
た
、
合
気
道
本
部
道
場

認
定
師
範
七
段
の
小
幡
さ
ん

は
、
日
系
文
化
会
館
（J

a
p

a
n
e
s
e
C
a
n
a
d
i
a
n
C
u
l
t

u
r
a
l
C
e
n
t
r
e

）
で
４０
年

間
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
指
導

を
続
け
て
き
た
。

９
月
１
、２
の
両
日
に
は
、

合
気
道
指
導
４０
周
年
を
記
念

し
た
研
さ
ん
会
が
ト
ロ
ン
ト

で
催
さ
れ
た
。
本
学
合
気
道

部
の
部
員
５
人
、
卒
業
生
約

１０
人
と
、
同
部
顧
問
師
範
で

あ
る
明
治
神
宮
至
誠
館
名
誉

館
長
の
田
中
茂
穂
師
範
九
段

ら
が
か
け
つ
け
、
演
武
を
披

露
。
小
幡
さ
ん
の
功
績
を
た

た
え
た
。

小
畑
さ
ん
は
「
こ
の
た
び

の
ト
ロ
ン
ト
総
領
事
表
彰
と

合
気
道
の
記
念
大
会
を
催
し

て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
私
の

人
生
の
、
こ
の
上
な
い
喜
び

で
す
。『
継
続
は
力
な
り
』
と

い
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
に

継
続
で
き
た
の
は
『
継
続
し

た
』
と
い
う
自
分
自
身
の
誇

り
と
、『
継
続
で
き
た
』
と
い

う
周
り
の
人
々
、
家
族
の
支

援
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
と

感
謝
し
て
い
ま
す
」と
語
る
。

サ
ー
フ
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン

グ
愛
好
会
の
Ｏ
Ｂ
会
長
を
務

め
る
井
藤
秀
晃
さ
ん
（
平
６

経
営
）
が
７
月
１
日
、
２
０

１
２
奄
美
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
マ

ラ
ソ
ン
・
Ｉ
Ｎ
加
計
呂
麻
大

会
に
出
場
。
フ
ル
シ
ン
グ
ル

サ
ー
フ
ス
キ
ー
男
子
の
部
で

３
位
に
入
賞
し
た
。
出
場
４

回
目
で
初
の
入
賞
と
な
っ

た
。同

大
会
は
、
奄
美
大
島
瀬

戸
内
町
大
島
海
峡
一
帯
で
繰

り
広
げ
ら
れ
る
日
本
最
大
級

の
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
マ
ラ
ソ
ン

大
会
。

井
藤
さ
ん
は
川
崎
市
の
稲

田
堤
で
不
動
産
「
Ｌ
｜
Ｓ
Ｈ

Ｉ
Ｐ
」
を
経
営
、
日
本
ラ
イ

フ
セ
ー
ビ
ン
グ
協
会
中
部
支

部
役
員
。
学
生
時
代
か
ら
伊

豆
熱
川
温
泉
で
毎
夏
、
ラ
イ

フ
セ
ー
ビ
ン
グ
活
動
を
続
け

て
い
る
。

『
犯
人
に
告
ぐ
』
な
ど
ミ

ス
テ
リ
ー
・
サ
ス
ペ
ン
ス
小

説
の
書
き
手
で
あ
る
、
ヒ
ッ

ト
メ
ー
カ
ー
雫
井
脩
介
さ
ん

（
平
３
文
）
の
新
作
は
、
自

身
初
と
な
る
恋
愛
群
像
劇

だ
。
人
生
の
パ
ー
ト
ナ
ー
探

し
を
始
め
た
２０
代
後
半
か
ら

３０
代
後
半
の
男
女
６
人
の
恋

模
様
を
描
く
。

漫
画
家
の
覚
本
は
、
仕
事

を
愛
す
る
あ
ま
り
食
事
中
も

ペ
ン
を
手
放
さ
な
い
が
、
最

近
は
ヒ
ッ
ト
作
に
恵
ま
れ
な

い
。
と
こ
ろ
が
、
独
身
仲
間

に
説
得
さ
れ
て
参
加
し
た
初

め
て
の
合
コ
ン
で
、
可
愛
い

女
の
子
た
ち
に
囲
ま
れ
、
久

々
に
恋
の
予
感
が
。

恋
愛
相
談
に
の
る
の
が
得

意
な
編
集
者
の
綾
子
は
、
い

ざ
自
分
の
こ
と
と
な
る
と
な

か
な
か
前
に
踏
み
出
せ
な
い

が
、
秘
め
て
い
た
恋
心
に
決

着
を
つ
け
よ
う
と
す
る
。

フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
の
長
谷

部
は
理
想
と
は
正
反
対
の
タ

イ
プ
の
女
性
に
ひ
か
れ
て
し

ま
う
。
婚
活
中
の
Ｏ
Ｌ
・
奈

留
美
は
合
コ
ン
で
一
度
会
っ

た
き
り
の
漫
画
家
に
デ
ー
ト

の
お
誘
い
メ
ー
ル
を
送
信
す

る
…
…
。

彼
ら
が
不
器
用
な
が
ら
も

「
次
の
一
歩
」
を
探
す
姿
に

自
分
を
重
ね
合
わ
せ
て
共
感

す
る
読
者
が
多
い
は
ず
だ
。

（
幻
冬
舎
・
上
下
各
１
２
０

０
円
＋
税
）

「
『
地
圖
』
が
語
る
日
本

の
歴
史
」
な
ど
の
著
作
を
発

表
し
て
き
た
旅
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
の
菊
地
正
浩
さ
ん
（
平

１７
法
）
は
、
古
地
図
の
研
究

を
続
け
る
過
程
で
和
紙
の
研

究
に
の
め
り
込
ん
で
い
っ

た
。
そ
う
し
て
で
き
た
労
作

が
本
書
だ
。
北
海
道
か
ら
沖

縄
ま
で
３
０
０
カ
所
の
「
紙

里
」
を
訪
ね
、
文
化
伝
承
の

現
状
を
リ
ポ
ー
ト
し
た
。

日
本
の
伝
統
文
化
・
神
事

て

す

に
欠
か
せ
な
い
「
手
漉
き
和

紙
」が
危
機
に
瀕
し
て
い
る
。

そ
の
背
景
に
は
、
自
然
環
境

の
変
化
、後
継
者
不
足
、機
械

化
の
拡
大
と
い
っ
た
問
題
が

横
た
わ
る
。
和
紙
の
技
術
を

守
れ
と
の
著
者
の
熱
い
思
い

が
伝
わ
る
一
冊
だ
。（
草
思
社

・
本
体
２
５
０
０
円
＋
税
）

本
学
卒
業
生
と
保
護
者
有

志
に
よ
る
「
専
修
大
学
支
援

の
会
」
（
青
木
み
ど
り
代
表

幹
事
）
の
第
２
回
イ
ベ
ン
ト

が
９
月
２
日
、
神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
開
催
さ
れ
、
４２
人
が

参
加
し
た
。

同
会
は
、
東
日
本
大
震
災

で
被
災
し
た
学
生
の
支
援
を

目
的
に
昨
年
発
足
し
た
。

今
回
は
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
五

輪
・
体
操
で
金
・
銀
・
銅
メ

ダ
ル
を
同
時
獲
得
し
た
森
末

慎
二
さ
ん
が
「
プ
レ
ッ
シ
ャ

ー
と
葛
藤
の
中
で
貫
い
た

『
あ
く
な
き
挑
戦
』
の
心
と

は
何
か
」
を
講
演
。
落
語
家

と
し
て
も
活
躍
す
る
森
末
さ

ん
の
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
講

演
に
、
参
加
者
一
同
聴
き
入

っ
た
。
終
了
後
に
は
懇
親
会

が
催
さ
れ
、
交
流
の
輪
を
広

げ
た
。

参
加
費
の
一
部
は
支
援
金

と
し
て
本
学
に
寄
付
さ
れ

る
。

校
友
の
鴻
池
和
彦
さ
ん

（
平
５
文
）
が
故
郷
・
下
関

で
郵
便
局
長
を
務
め
る
か
た

わ
ら
映
画
の
自
主
製
作
に
取

り
組
み
、
こ
の
た
び
第
４
作

目
と
な
る
「
セ
ン
シ
テ
ィ

ブ
」
が
完
成
し
、
東
京
で
上

映
さ
れ
る
。

▽
日
時
‥
１１
月
１６
日
（
金
）

①
１６
時
②
１８
時
２５
分
③
２０
時

２０
分
▽
場
所
‥
東
京
渋
谷
ア

ッ
プ
リ
ン
ク
（
☎
０３
・
６
８

２
５
・
５
５
０
３
）
▽
入
場

料
‥
１
０
０
０
円

【
村
長
】
当
選

と

し
ま

▽
東
京
都
利
島
村
長（
３
選
）

梅
田

和
久
氏
（
昭
４４
法
）

〈
広
島
支
部
総
会
〉

▽
１０
月
１９
日
（
金
）
１８
時
３０

分
開
会
▽
Ｊ
Ｒ
広
島
駅
直
結

「
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
広

島
」

井
口
幸
路
氏
☎
０
８

２
（
２
３
２
）
６
３
１
５
（
井

口
家
具
百
貨
店
内
）

〈
新
潟
支
部
総
会
〉

▽
１０
月
２７
日
（
土
）
１７
時
４０

分
開
会
▽
Ｊ
Ｒ
新
潟
駅
か
ら

徒
歩
１
分
「
新
潟
東
急
イ

ン
」

吉
野
直
樹
氏
☎
０
９

０
（
２
３
０
８
）
２
８
１
０

▽
１５
時
３０
分
～
『
学
校
を
つ

く
ろ
う
』
上
映
（
無
料
）

〈
大
阪
府
支
部
総
会
〉

▽
１０
月
２８
日
（
日
）
１１
時
３０

分
開
会
▽
Ｊ
Ｒ
環
状
線
・
福

島
駅
前
「
ホ
テ
ル
阪
神
」


高
松
伊
太
郎
氏
☎
０６
（
６
２

０
３
）
６
８
７
７

〈
三
七
会
「
卒
業
５０
年
記
念

行
事
」
・
お
よ
び
総
会
〉

▽
１１
月
６
日
（
火
）
・
７
日

（
水
）
▽
「
東
京
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
と
東
京
運
河
探
訪
」
∥

詳
細
は
荒
井
氏
へ

荒
井
勇

三
郎
氏
☎
０
９
０
（
２
６
４

１
）
９
６
６
３

〈
三
八
会
総
会
〉

▽
１１
月
８
日
（
木
）
１７
時
３０

分
開
会
（
１
泊
２
日
）
▽
Ｊ

Ｒ
熱
海
駅
よ
り
送
迎
「
紀
州

鉄
道
熱
海
ホ
テ
ル
」

内
藤

博
氏
☎
０
４
４
（
９
２
２
）

４
３
１
３

〈
江
東
支
部
総
会
〉

▽
１１
月
１０
日
（
土
）
１８
時
開

会
▽
東
京
メ
ト
ロ
・
東
陽
町

駅
か
ら
徒
歩
７
分
「
ホ
テ
ル

イ
ー
ス
ト
２１
東
京
」

坂
口

文
哉
氏
☎
０
９
０
（
１
４
３

７
）
９
７
８
０

〈
仙
台
支
部
総
会
〉

▽
１１
月
１７
日（
土
）１８
時
開
会

▽
Ｊ
Ｒ
仙
石
線
・
榴
ケ
岡
駅

前
「
仙
台
サ
ン
プ
ラ
ザ
・
ホ

テ
ル
」

長
嶋
匠
二
氏
☎
０

２
２
（
２
７
９
）
９
５
０
０

〈
葛
飾
支
部
総
会
〉

▽
１１
月
１７
日
（
土
）
１６
時
３０

分
開
会
▽
Ｊ
Ｒ
・
京
成
金
町

駅
か
ら
徒
歩
１
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が
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さ
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は
、
１４
年
間
現
役
で
活
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さ
れ
て
い
る
馬
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原
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さ
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史
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「「東東日日本本大大地地震震」」にによよりり被被災災ししたた

学学生生にに対対すするる支支援援金金ののごご協協力力をを

「東日本大地震」により、被災した学生への支援金

を今年度も募集しております。皆様の温かいご支援を

お願い申し上げます。

【郵便振替（郵便局からの振り込み）】

備え付けの用紙を使用してお振り込みをお願いしま

す。通信欄に大学との関係等をご記入ください。なお、

手数料はご負担くださいますようお願いします。

口座記号番号：００１４０‐１‐６１２２０４
加 入 者 名：学校法人専修大学寄付金口

寄付者のご芳名を大学広報紙「ニュース専修」と大

学のホームページ上に掲載します。

※この支援金は寄付金控除の対象となります。

 専修大学募金局 ☎０３（３２６５）３１５７

▲ 記念大会で演武の披露

元
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カカナナダダ・・トトロロンントト総総領領事事かからら表表彰彰

（平６経営）

（昭４６経営）

マラソンで３位入賞

▲ ゴール直後の笑顔の井藤さん

奄美シーカヤック
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修
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学
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の
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井藤 秀晃さん

本学合気道部ＯＢ

小幡 宰さん
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第
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▲ 表彰状を手にする小幡さん

（中央）と明美夫人。右は

山本トロント総領事
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